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会員移動

(昭和42年4月1日から10月31日まで)

新入会 (37.名〉
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住 所 変 更 (13名〉
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1制 穣 類 第15巻第3号 昭 和42年 12月

退会 (4名〉

FAN， K. C.，堀端平，西川幸雄，高橋和民

評議員会記事

総会提出議題審議のため，昭和信年10月13日午後12時30分から同14:時30分まで，神戸大

学学生会館中ホールで開催された。

出席者評議員:新崎盛敏，藤山虎也，広瀬弘幸，猪野俊平，片岡 実，黒木宗尚，

中村議輝，田中剛，坪由宏

会長:時図解幹事:正置富太郎，斎藤譲

欠席評議員千原光雄，右回清治，瀬木紀男，吉田忠生の各氏は出席脊議員または会長に

委任し，次の事項にτコいて協議承認された。

1. 昭和41年度庶務・会計報告

2. 昭和僻度庶務・会計中間報告

3. 昭和銀年度予算案

第15回総会記事

本会第15回総会は，昭和信年10月13日午後5時40分より 7時却分まで，神戸大学学生会

館大ホールで開催された。

会は簸幹事の開会の辞に始まって，時国会長挨拶があり，議事に先立って本会名誉会長

山田幸男博士による「藻頬学研究半世紀を顧みて」と題する講演を，一同興味深〈聡講し

終って6時40分から次の順序で議事が進められた。

1.議長選出:慣例により地元会員の広瀬弘幸氏が選出された。

H.報告事項:

1. 庶務報告:昭和41年度庶務報告及び悶41年度中間報告が斎藤幹事よりなされ，承

認された。

2. 会計報告:昭和41年度決算報告が正置幹事によりなされ，承認された。

m.協議決定事項:

1. 昭和銀年度予算案が同年度中間報告と共に正置幹事により説明され，原案通り次

衰の様に決定した。
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収 入 の 部

門

会費(38-41年度収入実績平均)155，000 

41年度からの繰越金 1∞，631 

パック売上代金41年度売上実績 131，5∞

雑収入 20，0∞ 

L三 出 の 部

円

印刷費(第15巻 1-3号) 300，000 

発 送費 ( 1/ ) 20，∞o 

通信費 35，0∞ 
15，0∞ 
18，000 

19，131 

計 日円- 407，131 

2. 会則の一部改正について

イ.現行第8条を次の通り改正する事に決定(下線の部分を付加する)。

165 

第8条会員は毎年会費関O円を前納するものとする。但し名誉会員(次条に

定める名誉会長を含む)及び特別会員は会費を要しない。外国会員の会費は

2米ドルとする。

ロ.現行の付則第5条及び第6条を次の通りにすることを決定。

第5条会員がバッグナγパーを求めるときは各巻的O円，分冊の場合は各号

1初円とし，非会員の予約購読料は各号250円とする。

第6条本会則は昭和必年10月13日より施行する。

懇親会

総会に引続いて午後7時半から，簸幹事の司会で懇親会が関かれた。恒例のピールの乾

杯の後，折から来日中のチり大学教授 Etcheverry氏が会長より紹介された。地元会員で

会の開催に尽力された広瀬弘幸氏がここで更めて夫人と共に会長によって紹介され，拍手

をあびた。会食を進めながら，広瀬研究室に来ておられる韓国慶北大学校教授鄭氏はじめ

新入会員7氏が紹介され，なごやかな歓談の中に，多減実輝氏の藻類研究懐旧談等もあり

午後9時前閉会した。

会の報告を終るに当り，終始御尽力いただいた神戸大学広瀬弘幸氏はじめ研究室の皆様

に，また地元のコ γプ加工場その他，資金面での援助を与えられた諸団体に厚〈御礼を申

上げます。

出席者 (83名， ABCI瞭〉

秋山 優，新崎盛敏，榎本幸人，藤原輝子，藤山和恵，藤山虎也，深瀬録，一船橋説往
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芳賀卓，萩原修，平野実，平山国治，広瀬弘幸，堀輝三，今津達夫，猪野俊平

岩波住江，岩崎尚彦，巌佐耕三，金沢竜加崎英男，片田 実，川端清策，木村憲司

北見秀夫，小林艶子，今回清，今野敏徳，熊野茂，桑木宗尚，正置富太郎，松永圭

朔，御船政明，宮武寿美雄，森適保，中原総之，中村義輝，中野武登，商田正則，

西沢一俊，野田光蔵，小河久朗，大森長朗，岡田喜一，岡正明，大房剛，大野正夫

力石紀子，斎藤英三，斎藤誠，佐藤正己，沢田武男，瀬木紀男，瀬戸良三，末松四郎

高田昭典，高橋永治，鷹取歳ニ，多湖実鱒.田中清，回中剛，谷口森俊，建 武

鄭 i容，寺本賢一郎，時図解，坪由宏，津村孝平，梅崎勇，鍛 烈，山田幸男

山岸高I!E.山本虎夫，山本俊夫，矢野洋，横浜康継，吉田啓正，造カ武彦

以下非会員 Etcheve町.H. 広瀬美枝 (広瀬弘幸氏夫人). 金堀鉄夫. JII野辺英昭

村上昭八

シンポジウム「海漢の生化学」開催について

昭和必年度日本水産学会春季大会で，下記の如<r海藻の生化学」についてシンポジウ

ムが開催されることになっておりますのでお知らせ致します。

日時昭和43年4月4日 (9:30-16:35)

(開始時開については多少の変更があるかも知れません)

場所日本大学農学部

午前の部 (9:30-11:50)

座長 富山哲夫(九大農〉

1.海漢の培養(9:30-10:1め 館脇正和(北大海藻研〉

討 論 (10:15-10:25) 金沢昭夫(鹿大水産〉

， (10:25-10:35) 中 谷 茂(農電研〉

般討論(10:35-10:45)

2. 海藻の炭酸固定(10:45-11:30) 西沢一俊(東教大理〉

討 論 (11:30-11:40) 藤田善彦(東大応微研〉

一般討論 (11:40-11:50)

午後の部 (13:00-16:35)

座 長 松浦文雄(東大食)

3. 海藻の低分子窒素化合物 (13:00-13:45) 高 木 光 造 ( 北 大 水 産 )

討 論 (13:45-13:55) 伊藤啓二(広大水畜産)

一 般 討論 (13:55-14:05)

座 長 斎藤恒行(北大水産)

4. 褐漢の多糖類 (14:05-14:35) 辻野 勇(北大水産〉
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討 論 (14:35-14:45) 高田正敏(君津化学〉

般討論 (14:45-14:55)

5. 紅藻の多槙類 (15:05-15:印) 平瀬 進(東工織大〉

討 論(15:50-16:00) 小島良夫〈下水大〉

般討論(16:∞-16:10)

座 長 土屋情彦(東北大食)

総 会 討論 (16:00-16:25)

総 括 (16:25-16:35)

本会会員照本勲氏は，去る昭和位年10月22日，病気のため逝去されました。

謹んで哀悼の意を表します。

日本藻類学会
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